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ホーンセクションのミキシング
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ホーンセクションのミキシング①：音量バランス

ホーンセクションは、トランペット、トロンボーン、サックスの３種類の楽器で構成さ

れているが、このうちトランペットとトロンボーンは、木管楽器であるサックスよりも

大きな音を出すことができる。実際の音量のイメージとしては以下の通り。

各楽器の音量を単体で見た場合にはトロンボーンが最も音量の大きな楽器となる

が、アンサンブルにおいてトロンボーン奏者はトランペットに合わせて音量をコント

ロールするのが常なのでほぼ同じ音量と考えて問題ない。

したがって、ミキシングの際も上記のバランスを意識しながら調整しよう。
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トロンボーン ≧ トランペット > サックス



ホーンセクションのミキシング①：音量バランス
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ホーンセクションのミキシング②：パンニング

ホーンセクションの場合、各楽器の定位に関する厳密な決まりはなく、プレイヤー

の人数や他のパートとの兼ね合いによって臨機応変に変わっていくもの。した

がって、今回は各編成におけるオーソドックスなホーンの定位について一例をご

紹介していく。
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ホーンセクションの定位：３管編成、４管編成
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Tp TbSax

３管編成

４管編成

TbTp1Tp2 Sax

※いずれもSaxとTbは入れ替わってもOK。



ホーンセクションの定位：５管編成、６管編成、８管編成
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５管編成

TbTp1Tp2 A.Sax T.Sax

６管編成

TbTp1Tp2 T.Sax B.SaxA.Sax

８管編成

TbTp1Tp2 T.Sax T.SaxA.SaxTp3 B.Sax



ホーンセクションの定位：ビッグバンド
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ホーンセクションの定位：ビッグバンド

ビッグバンドの場合は配置が固定で決まっており、トランペット、トロン

ボーン、サックスの最高音パートがステージ中央に位置するように並ぶ。

⚫ トランペット＆トロンボーン

➢ 左から2nd、1st、3rd、4thの順に配置

⚫ サックスセクション

➢ 左からT.Sax1、A.Sax1、ASax2、T.Sax2、B.Saxの順に配置

これにより、バランスのとれたサウンドを実現することができる。
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ストリングスのミキシング②：パンニング実践編

① DAWのパナーを使う

② ステレオイメージャーを使う

③ 音源の設定をいじる

※詳しくはストリングスのミキシングテクニック解説記事をご覧ください。
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https://kensukeinage.com/strings_mix/


ホーンセクションのミキシング③：エフェクト処理

① ホーンセクションのEQ

② ホーンセクションのコンプレッサー

③ ホーンセクションのリバーブ
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① ホーンセクションのEQ
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無用な中低域の膨らみや高域の耳に付くピークをカットするEQを各トラックにイン
サート。さらにバスEQで1kHz〜2kHz付近のミッドハイを持ち上げ、サウンドにハリ
を出そう。加えて、8kHz〜の高域をプラスすればヌケ感も付与できる。



【応用テク】 EQやベースエンハンサーで中低域を補強
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トランペットやトロンボーンのフォルテッシモでは、その大きな音量ゆえにサンプリ
ング時に中低域が損なわれ、ペラペラしたサウンドになってしまうことがある。そ
んなときは、EQやベースエンハンサーで中低域を補強しよう。



② ホーンセクションのコンプ
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ホーンセクションはダイナミックレンジが広いため、各トラックにコンプをインサート
して、音量のバラツキを調整しよう。サウンドに色付けをしたくなければデジタル系、
逆に質感をプラスしたければアナログ系コンプをインサートするのがよい。



【応用テク】 サチュレーションをプラスしてさらにファットに
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よりファットなサウンドが欲しければ、真空管コンプなどをバストラックにインサート
してサチュレーションをプラスしよう。適度なヌケ感を維持しつつ、存在感のあるパ
ワフルなサウンドに仕上げることができる。



③ ホーンセクションのリバーブ
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一般的なオーケストラ音源同様、センドでホールリバーブへ送ればOK。ただし、
オーケストラほどウェットなサウンドにしすぎると、パキっとした輪郭が失われてし
まうため注意が必要。やや軽めにかける程度が良い。



【応用テク】 ルーム感をプラスする
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元の音源があまりにもドライすぎる場合は、ホールリバーブへ送る前にルームリ

バーブを使って部屋の質感をプラスしよう。手順は以下の通り。

1. ルームリバーブをインサートしたAuxトラックに、原音をセンド

2. 原音とルームリバーブの音をまとめてバスに送る

3. バスからホールリバーブへセンド

これにより、ドライな原音とルーム感のあるリバーブ音を好きなバランスでブレンド

することができる。サウンドが格段に豊かになるほかホールリバーブの乗りも良く

なるためオススメ。



【応用テク】 ルーム感をプラスする
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